
十
畝
氏
か
ら
の
勘
誘
で
逼
羅
に
於
け
る
日
本
美
術
展
の
為
め
に
揮
奄
し
た
、

〔叙〕

「
山
田
長
政
」
で
あ
っ
た
、
な
ほ
門
下
に
は
安
田
靱
彦
、
川
崎
小
虎
、
磯
田

〔が
〕

長
秋
、
尾
竹
図
観
、
伊
東
紅
雲
、
川
船
水
棒
氏
等
で
あ
る

ま
た
、
同
日
の
『
時
事
新
報
』
は
次
の
よ
う
な
正
木
直
彦
の
談
話
筆
記
を
掲

げ
て
い
る
。

小
堀
君
は
、
年
も
一
番
上
で
あ
り
日
本
霊
壇
の
長
老
で
あ
る
が
二
十
五
周
年

記
念
を
行
ふ
此
秋
の
＿帝
展
を
前
に
控
へ
て
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
返
す

ぐ
も
残
念
で
す
、
小
堀
君
は
明
治
二
十
九
年
美
術
學
校
の
助
翡
授
に
な
っ

〔三
十
一
年
〕

た
が
三
十
年
に
辟
し
、
そ
の
後
私
が
四
十
一
年
数
授
に
呼
び
迎
へ
て
今
日
に

及
ん
だ
次
第
で
二
十
五
年
間
美
術
學
校
に
勤
績
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
ま

す
、
同
君
は
美
術
學
校
教
授
で
あ
っ

た
故
宜
家
で
壷
家
の
川
崎
千
虎
門
で
、

鎌
倉
時
代
の
大
和
箱
を
狙
つ
て
ゐ
た
、
そ
れ
で
同
じ
大
和
綸
と
云
つ
て
も
吉

川
霰
華
、
松
岡
映
丘
等
の
大
和
箱
と
は
違
っ
て
太
い
線
を
用
ゐ
て
居
た
、
川

崎
千
虎
門
で
あ
る
関
係
上
同
君
も
非
常
に
故
貰
に
詳
し
く
鎧
の
手
入
な
ど
さ

へ
自
分
で
や
っ
て
ゐ
た
位
で
す
、
若
い
時
は
仲
々
面
白
い
逸
話
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
年
を
取
っ
て
か
ら
は
非
常
に
無
口
な
人
で
し
た

こ
の
談
話
に
も
あ
る
と
お
り
、
柄
音
は
鎧
の
研
究
に
か
け
て
は
第
一
人
者

で
、
晩
年
は
主
に
そ
の
研
究
に
精
力
を
注
い
だ
。
昭
和
四
年
十
二
月
二
十
日
の

『
都
新
聞
』
を
見
る
と
、
四
領
の
鎧
と
並
ん
だ
柄
音
の
写
真
が
大
き
く
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
解
説
に
そ
れ
ら
の
鎧
は
石
清
水
八
幡
の
鎧
、
厳
島
の
重
盛
着
用
の

鎧
、
甲
州
神
田
天
神
の
小
桜
お
ど
し
の
鎧
、
武
州
御
嶽
山
の
宝
物
晶
山
重
忠
着

用
の
緋
お
ど
し
の
鎧
の
復
元
模
造
で
、
柄
音
門
下
の
磯
田
長
秋
、
伊
藤
紅
雲
、

小
山
栄
達
、
丹
波
緑
川
の
依
頼
で
柄
音
が
故
実
研
究
の
蘊
蓄
を
傾
け
て
図
面
を

描
き
、
谷
中
の
鎧
師
小
野
田
光
彦
に
製
作
を
依
頼
し
て
数
年
か
け
て
完
成
さ
せ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
傾
注
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
。

⑥

正
木
直
彦
の
帝
国
美
術
院
長
就
任

正
木
直
彦
校
長
は
大
正
八
年
の
帝
国
美
術
院
創
設
に
大
ぎ
な
役
割
を
果
た

し
、
以
来
森
鵡
外
、
黒
田
清
輝
、
福
原
錬
二
郎
ら
歴
代
院
長
の
も
と
で
幹
事
を

っ
と
め
て
来
た
が
、
昭
和
六
年
十
一
月
二
十
五
日
に
院
長
に
就
任
し
た
。
同
院

と
本
校
と
の
関
係
は
、
同
院
創
設
以
来
会
員
の
半
数
近
く
を
本
校
教
官
が
占
め

て
来
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
極
め
て
密
接
で
あ
っ
た
が
、
正
木

の
院
長
就
任
に
よ
っ
て
更
ら
に
親
密
の
度
が
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
教

授
矢
代
幸
雄
は
正
木
の
も
と
で
同
院
幹
事
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑦

白
浜
徴
銅
像
除
幕
式

昭
和
六
年
四
月
八
日
、
工
芸
部
校
舎
の
師
範
科
手
エ
教
室
玄
関
前
に
白
浜
徴

（
同
三
年
死
去
）
の
銅
像
が
建
立
さ
れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
『
東
京
美
術

学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
巻
第
一
号
に
そ
の
模
様
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
大
正
十
五
年
四
月
の
白
浜
徴
還
暦
祝
賀
会
で
銅
像
建
設
の
議
が

持
ち
上
が
り
、
原
型
を
水
谷
鉄
也
が
製
作
、
津
田
信
夫
が
鋳
造
し
て
昭
和
二
年

に
像
が
出
来
上
が
っ
た
。
そ
れ
は
校
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
錦
巷
会
の
尽

力
に
よ
り
校
庭
に
建
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
水
谷
鉄
也
設
計
の
台

石
が
作
ら
れ
、
像
が
安
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
銅
製
。ハ
ネ
ル
の
「
故
白
浜
徴
先
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生
」
の
字
は
正
木
直
彦
、
裏
面
の
「
昭
和
六
年
四
月
八
日
建
設
」
の
字
は
岡
田

起
作
の
揮
速
に
よ
る
。

⑧

岡
倉
天
心
記
念
銀
像
除
幕
式

昭
和
六
年
十
二
月
六
日
、
岡
倉
天
心
記
念
銅
像
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
、
関

係
者
百
数
十
名
が
参
集
、
孫
岡
倉
古
志
郎
の
手
で
除
幕
が
な
さ
れ
た
。
次
い
で

建
設
実
行
委
員
田
辺
孝
次
の
事
務
経
過
報
告
、
金
沢
庫
治
の
六
角
堂
工
事
報

告
、
建
設
委
員
代
表
横
山
大
観
の
本
校
へ
の
銅
像
贈
呈
の
辞
、
正
木
直
彦
の
式

辞
、
牧
野
伸
顕
の
祝
辞
、
遣
族
代
表
米
山
辰
夫
（
女
婿
）
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
模
様
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一
―
―
十
巻
第
七
号
の
「
芸
苑
梨

報
」
欄
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
建
設
に
至
る
経
緯
は
左
記
の
田
辺
の
報
告

（
同
誌
）
に
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

事
務
経
過
の
概
要
を
御
報
告
申
上
ま
す
。

故
岡
倉
登
三
先
生
銅
像
建
設
の
議
は
、
久
し
い
以
前
か
ら
有
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
愈
々
機
熟
し
て
、
具

憫
的
に
成
り
ま
し
た
の
は
、
昨

昭
和
五
年
十
月
の
事
で
あ
り
ま

す
。
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
、
島

田
〔
佳
突
〕
、

川
合
〔
玉
堂
〕

の
諸
数
授
、
日
本
美
術
院
の
横

山
大
観
、
木
村
武
山
、
齋
隆
隆

三、

＿帝
室
禅
物
館
の
溝
口
〔
禎

次
郎
〕
美
術
課
長
、
彫
刻
家
小

倉
右
一
郎
の
諸
氏
に
私
と
が
、

宜
行
委
員
に
撰
ば
れ
ま
し
て
、

建
設
の
方
法
を
協
議
致
し
ま
し

た
結
果
、
大
麓
は
醜
金
を
以
つ

て
造
る
事
に
決
し
た
の
で
あ
り

ii

ま
す
が
、
其
募
集
の
範
園
は
、
故
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
者
と
學
校
腸
係
者

を
以
て
し
た
い
と
云
ふ
事
か
ら
、
廣
く
一
般
に
募
集
致
さ
な
か
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
郎
ち
現
に
美
術
學
校
の
数
職
に
在
る
も
の
、
日
本
美
術
院
同
人
、

先
生
に
数
を
受
け
た
も
の
一
同
が
稜
起
人
と
成
り
ま
し
て
、
同
年
の
十

一
月

之
を
焚
表
致
し
ま
し
て
、
本
年
三
月
末
日
に
メ
切
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

幸
に
諸
彦
の
御
賛
襄
を
得
ま
し
て
、
横
山
大
観
氏
外
二
百
七
十
六
名
の
醸
金

練
計
壼
萬
二
千
餘
圃
に
上
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
其
宜
行
方
法
を
度

々
協
議
し
ま
し
た
結
果
、
岡
倉
先
生
は
露
出
し
た
銅
像
を
御
好
み
に
な
ら
な

か
〔
っ
た
〕
と
云
ふ
事
に
甚
き
ま
し
て
、
屋
根
の
下
に
建
て
や
う
と
云
ふ
事

に
成
り
、
先
生
が
東
洋
美
術
の
鼓
吹
者
で
あ
り
ま
し
た
闘
係
上
、
純
日
本
風

•．，ヽンン‘
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